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■ 沿　革 　 　
1966年 12月 日本学術会議が「国語・国文学研究資料センタ （ー仮称）」の設置を政府に勧告





　〃  ７月 閲覧サービス開始
1979年 ４月 整理閲覧部設置






























■ 運営会議 　　　 　　　 　 ■ 役職員 　　　　　　 　　　　　



































総合研究大学院大学文化科学研究科  　 　
日本文学研究専攻長 落合　博志
古典籍共同研究事業センター  　 　　　　
センター長（併任） 谷川　惠一
事務室長 河野　　浩

































■ 基幹研究 　 　
　研究の基盤となる日本文学及びその関連資料に関する基礎研究を進展させる基幹研究を３課題実施しています。



















































































































新 日 本 古 典 籍 総 合 デ ー タ ベ ー ス
　歴史的典籍NW事業の推進基盤となる「新日本古典籍総合データベー








































【点　 　 数】 3,126点　※2019年1月現在
重要文化財や貴重書を含む国文学分野のほか、当館で収集した医学や理学、産業など多分野の古典
籍、味の素食の文化センターが所蔵する料理本等で当館が撮影した古典籍を含んでいます。






【構　 　 成】 ①原本補正画像データ　②文字座標データ　③字形画像データ　④作業報告文書
【公開サイト】 http://codh.rois.ac.jp/char-shape/
●江戸料理レシピデータセット
【点　 　 数】 107種類
43種類は現代語訳データ有り、更にそのうち34種類は現代レシピデータがあります。




































































































2018年10月9日（火） 市民参加型ワークショップ「古典オーロラハンター IN 京都」開催（国立
極地研究所、京都大学附属図書館）
2019年2月25日（月） 近世宮中儀式に関する貴重な資料（宮内庁書陵部所蔵）をデジタル公開







（AAS 2019 Annual Conference）のInformation Meetingと
して”PRE-MODERN JAPANESE BOOKS: International 








































●日本デジタル・ヒューマニティーズ学会 第 8 回総会
（JADH2018）とTEI Conference & Members' Meeting 
2018（TEI2018）との共催で行われたJADH and TEI 
Joint Keynote Sessionにおいて、“The NIJL Database 










 （2018年10月30日（火）～ 11月1日（木） パシフィコ横浜）
■ その他の活動状況 　 　














































































































































■ 利用案内 　 　
利用時間
開館時間
平日 9：30 〜 18：00（史料・貴重書の閲覧は9：30 〜 17：30）
土曜 9：30 〜 17：00（史料・貴重書の閲覧は9：30 〜 16：30）
書庫資料
閲覧受付
平日 9：30 〜 17：00
土曜 9：30 〜 16：00














複 　 　 写
電子複写（リーダープリンターによる複写も含む）・ポジフィルム（ただし史料
は除く）
撮 　 　 影 史料等、電子複写できない資料
貸 　 　 出 紙焼き写真本の一夜貸しサービス（一部を除く）
展 示 貸 出 図書館、文書館、博物館等への貸出
参 考 調 査 所蔵調査・参考質問の受付、回答
相 互 協 力 図書館間の相互協力（ILL）による文献複写、資料貸出
問合せ





F A X 042-526-8607























































































































































































































































































































































































2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度





































































■ 研究部 　 　　　　　　
氏　　　名 職　名 研　究　内　容
山 下 　 則 子 YAMASHITA Noriko 教授副館長（企画調整担当）
近世文学・芸能の研究。特に絵本・浮世絵を対象とし、四世鶴
屋南北作歌舞伎の作品研究も行う。
谷 川 　 惠 一 TANIKAWA Keiichi 教授副館長（研究担当） 近代文学成立期の研究
神 作 　 研 一 KANSAKU Ken-ichi 教授（研究主幹） 日本近世文学、特に和歌史・学芸史の研究
齋藤　真麻理 SAITO Maori 教授（研究主幹） 中世文学の研究
渡 辺 　 浩 一 WATANABE Koichi 教授（研究主幹） 近世都市の社会構造、アーカイブズ史
入 口 　 敦 志 IRIGUCHI Atsushi 教授 近世文学研究
海 野 　 圭 介 UNNO Keisuke 教授 中世文学・和歌文学の研究、禁裏公家を中心とした古典学に関する研究
大 友 　 一 雄 OTOMO Kazuo 教授 近世日本の記録管理、ア カーイブズの歴史
落 合 　 博 志 OCHIAI Hiroshi 教授 中世文学・中世芸能の研究、古典籍書誌学の研究
藤實　久美子 FUJIZANE Kumiko 教授 日本近世・幕末維新期の政治文化の研究。書籍史料論の構築
山 本 　 和 明 YAMAMOTO Kazuaki 教授 19世紀文学の研究
相 田 　 　 満 AIDA Mitsuru 准教授 中古・中世日本文学、幼学書を中心とする学問・注釈学、説話文学、人文情報学
青 木 　 　 睦 AOKI Mutsumi 准教授 史料保存に関する研究
青 田 　 寿 美 AOTA Sumi 准教授 日本近代文学、特に明治大正期の評論・小説の研究
太 田 　 尚 宏 OTA Naohiro 准教授 近世日本における地域行政の研究、近世史料学の研究
加 藤 　 聖 文 KATO Kiyofumi 准教授 近代以降の東アジアと日本との関係
木 越 　 俊 介 KIGOSHI Shunsuke 准教授 日本近世文学、特に小説史の研究
恋 田 　 知 子 KOIDA Tomoko 准教授 中世文芸の研究
ダヴァン
　ディディエ
DAVIN Didier 准教授 中世仏教と文学
西村　慎太郎 NISHIMURA Shintaro 准教授 近世日本における天皇・朝廷・身分研究、民間所在資料の保存・利活用に関する研究









野 本 　 忠 司 NOMOTO Tadashi 准教授 国文学研究における情報利用の高度化に関する研究
山 本 　 嘉 孝 YAMAMOTO Yoshitaka 准教授 日本漢文学、特に江戸・明治期の漢詩文
江 戸 　 英 雄 EDO Hideo 助教 中古文学、特に物語文学の研究
ノット ジェフリー KNOTT Jeffrey 助教 中世における古典学・古典文学の受容史研究
有 澤 　 知 世 ARISAWA Tomoyo 特任助教 日本近世文学、特に江戸戯作の研究
岡 田 　 貴 憲 OKADA Takanori 特任助教 平安時代物語・日記文学の研究
粂 　 汐 里 KUME Shiori 特任助教 中世末期・近世初期の日本の語り物文芸（幸若舞曲、説経、古浄瑠璃）の研究
■ 古典籍共同研究事業センター 　 　
氏　　　名 職　名 研　究　内　容
谷 川 　 惠 一 TANIKAWA Keiichi センター長（併任） 近代文学成立期の研究
北 村 　 啓 子 KITAMURA Keiko 准教授 人文科学分野を対象とする情報科学理論の研究
岩 橋 　 清 美 IWAHASHI Kiyomi 特任准教授 近世地域文化史研究、史料管理史研究
宮本　祐規子 MIYAMOTO Yukiko 特任准教授 日本近世文学、特に小説・演劇の研究
井黒　佳穂子 IGURO Kahoko 特任助教 中世から近世初期にかけての絵巻・絵入り本に関する研究
岡 田 　 一 祐 OKADA Kazuhiro 特任助教 近代・近世日本語の研究







■ 職員・予算・施設（2019年度） 　　　　　 　　　　　　
■ 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金／科学研究費補助金）（2019年度）　　　　  　
研究種目 応募区分 研究代表者 研　究　課　題　名 研 究 期 間
基盤研究（Ａ） 一般 今西祐一郎 日本古典籍における表記情報学の発展的研究 2015 〜 2019
基盤研究（Ａ） 一般 相田　　満 日本における「生き物供養」「何でも供養」の連環的研究基盤の構築 2016 〜 2020
基盤研究（Ａ） 一般 青木　　睦 地域社会還元型の公文書活用システム構築に関する学際的研究 2016 〜 2019
基盤研究（Ａ） 一般 加藤　聖文 アーカイブズによる「地域力」再生と持続的社会の基盤創成研究 2019 〜 2022
基盤研究（Ａ） 海外学術調査 大友　一雄 バチカン図書館所蔵豊後切支丹資料の国際的情報資源化に関する海外学術調査研究 2016 〜 2020
基盤研究（Ｂ） 一般 海野　圭介 金剛寺聖教・文書類を基盤とした社寺ネットワークの解明とその蔵書史的研究 2015 〜 2019
基盤研究（Ｂ） 一般 小林　健二 語り物を題材とした絵巻・絵本の国際的調査研究 2017 〜 2019
基盤研究（Ｂ） 一般 渡辺　浩一 自然と人間の相互関係史としての近世都市災害研究 2018 〜 2022
基盤研究（Ｂ） 一般 海野　圭介 金剛寺摩尼院聖教の調査を基盤とした日本中世の宗教的知の流通と蔵書形成に関する研究 2019 〜 2022
基盤研究（Ｂ） 一般 上椙　英之 災害碑アーカイブ構築を目的とした市民参加型調査の実践 2019 〜 2021
基盤研究（Ｂ） 海外学術調査 山下　則子 在外絵入り本を中心とする書誌・出版・解釈の総合的研究 2014 〜 2019
基盤研究（Ｃ） 一般 恋田　知子 16・17世紀における物語草子制作と仮名法語の開版の相関性についての研究 2016 〜 2019
基盤研究（Ｃ） 一般 木越　俊介 19世紀初頭・長編小説生成期における構成・素材・記述に関する総合的研究 2016 〜 2019
基盤研究（Ｃ） 一般 大髙　洋司 後期読本の長編構成に関する複眼的検討 2016 〜 2019
基盤研究（Ｃ） 一般 齋藤真麻理 中近世日本における画題享受史の構築 2017 〜 2019
基盤研究（Ｃ） 一般 岩橋　清美 江戸考証家の古器物収集に見る歴史意識の特質とネットワークに関する研究 2017 〜 2019
基盤研究（Ｃ） 一般 ダヴァン  ディディエ 禅僧仮名法語の思想的なマッピング 2018 〜 2020
基盤研究（Ｃ） 一般 恋田　知子 17世紀後半における奈良絵本・絵巻制作の研究―『十二月絵巻』を中心に― 2019 〜 2021
基盤研究（Ｃ） 一般 神作　研一 歌書を中心とした江戸時代の絵本と絵入本に関する基礎的研究 2019 〜 2021
基盤研究（Ｃ） 一般 武井　協三 『弘前藩庁日記』演劇上演記録の研究―享保期座敷芝居の解明― 2019 〜 2021
基盤研究（Ｃ） 一般 三野　行徳 近代移行期、蝦夷地・北海道分領支配に関する歴史情報の復元的研究 2019 〜 2021
挑戦的研究（開拓） 青田　寿美 蔵書印データベースの高次利用に向けた情報拡充と篆字学習インターフェイスの開発 2018 〜 2021
若手研究（Ｂ） 上椙　英之 風化金石文復元の為の用例辞書及び文字予測データベースの開発 2016 〜 2019
若手研究（Ｂ） 岡田　一祐 平仮名字体データベースと19世紀教科書平仮名字体コーパスの連携による平仮名史研究 2017 〜 2019
若手研究 山本　嘉孝 木下順庵の漢詩における盛唐詩受容の研究 2018 〜 2021
若手研究 舘野　文昭 鵜鷺系歌学書の検討を軸とした秘伝的歌学書・歌学知の生成と展開に関する研究 2018 〜 2020
若手研究 有澤　知世 考証趣味のネットワークと戯作との関わりを手掛かりとした近世後期文芸の研究 2018 〜 2021
若手研究 黄　　　昱 説話に見られる日中動物観の比較研究―『太平広記』と『夷堅志』、『夷堅志和解』 2018 〜 2020
若手研究 宮本祐規子 西鶴以降の前期小説と芸能・絵画との交流をめぐる発展的研究 2019 〜 2022
若手研究 岡田　貴憲 平安時代日記文学の生成・受容実態についての研究 2019 〜 2022
若手研究 井黒佳穂子 『玉水物語』にみる種と性の越境 2019 〜 2021
若手研究 粂　　汐里 〈判官物〉の語り物の基礎的研究―幸若舞曲・説経・古浄瑠璃の影響関係の究明 2019 〜 2022
若手研究 高見　　純 16世紀イタリア都市における福祉と兄弟会：アーカイブズの形成と財政的展開から 2019 〜 2020
特別研究員奨励費 田部　知季 明治俳句表現史の研究―近代俳句データベースの構築を見据えて― 2019 〜 2021
国際共同研究加速基金（国際共同研究強化） 野網摩利子 夏目漱石によるイギリス受容―小説理論の構築の一環として（国際共同研究強化） 2016 〜 2019
国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（Ｂ）） 神作　研一 在米日本古典籍（リチャードレインコレクション）の調査研究と教育活用に関する研究 2018 〜 2021
国際共同研究加速基金（国際共同研究強化（Ｂ）） 加藤　聖文 日ソ戦争アーカイブズ構築に関する日露共同研究 2018 〜 2021
研究成果公開促進費（学術図書） 山下　則子 在外絵入り本　研究と目録 2019
研究成果公開促進費（学術図書） 野網摩利子 世界文学と日本近代文学 2019
研究成果公開促進費（データベース） 山本　和明 所蔵機関との連携による日本古典籍デジタル画像データベース 2016 〜 2020
研究成果公開促進費（データベース） 青田　寿美 明治前期出版広告データベース 2017 〜 2021
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